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港
新
聞
０
５
１
５
０
３

３
面

尚

井

尚

口

弁
天
の
マ

ン
シ
ョ
ン

烏か
ら

やす

犬
や
猫
、
ま
た
風
や
人

に
よ
っ
て
散
乱
し
た
ゴ
ミ
袋
。

回
収
業
者
や
周
辺
地
域
に
も
迷

惑
を
及
ぼ
す
そ
ん
な
悩
み
を
、

住
民
の
協
力
で
解
決
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
弁
天
五

丁
目
の

ブ
リ
リ
ア
弁
天
町

（
五
十
一
世
帯
）
で
す
。

◆
散
乱
や
抜
き
取
り
な
ど

ゴ
ミ
出
し
を
担
当
す
る
管
理

員
の
男
性

に
よ
る
と
、
同

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
二
〇
〇
八
年

秋
の
入
居
開
始
直
後
か
ら
、

ゴ
ミ
が
風
で
散
ら
ば
る

生
ゴ

ミ
を
犬
や
猫
や
烏
が
漁あ

さ

り
に
来

る

ゴ
ミ
の
中
か
ら
ア
ル
ミ
缶

や
玩が

ん

具ぐ

を
抜
き
に
来
る
人
が
い

る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
同

管
理
員
が
赴ふ

任に
ん

し
た
一
〇
年
夏

頃
に
は
、
事
態
を
憂
慮
し
、
解

決
を
促
す
投
書
が
住
民
か
ら
相

次
ぎ
ま
し
た
。

◆
管
理
組
合
が
対
策

そ
こ
で
管
理
会
社
（

東
京

建
物
ア
メ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
）

は
、
住
民
で
構
成
さ
れ
る
管
理

組
合
の
理
事
会
に
相
談
。
そ
の

中
で
、
ゴ
ミ
袋
を
最
大
級（
九

〇

入
り
・
半
透
明
・
厚
手
）

散
乱
防
止
や
美
観
を
考
え
整
然

と
置
か
れ
た

ブ
リ
リ
ア
弁
天

町

の
ゴ
ミ
袋

３
月

日
朝

に
す
る

管
理
員
が
退
勤
す
る

正
午
以
降
の
ゴ
ミ
出
し
は
建
物

内
の
集
積
場
所
に
置
く

等
の

対
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
ず
住
民
自
ら
が

そ
う
し
た
対
策
を
順
守
す
る
と

共
に
、
直
接
ゴ
ミ
出
し
を
担に

な

う

管
理
員
も
、
ゴ
ミ
袋
の
散
乱
や

抜
き
取
り
を
防
ぐ
た
め

街
路

樹
の
間
に
隙す

き

間ま

な
く
置
く

な

ど
の
工
夫
を
施ほ

ど

しこ

ま
し
た
。

◆
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う

住
民
と
管
理
組
合
、
管
理
会

社
、
管
理
員
が
連
携
し
て
の
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
ゴ

ミ
の
散
乱
や
中
身
漁
り
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ

ん
、

整
然
と
置
か
れ
た
ゴ
ミ

袋
を
見
て
近
隣
の
人
た
ち
が

芸
術
的
や
ね

と
感
心
し
て

く
れ
る

住
民
の
子
供
ら
が
管

理
員
に

お
じ
さ
ん
、
い
つ
も

あ
り
が
と
う

と
声
を
か
け
て

く
れ
る

な
ど
の
嬉
し
い
反
応

さ
え
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

◆
住
民
の
意
識
の
高
さ

管
理
員
は
今
、
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。

住
民
か
ら

の
感
謝
が
嬉
し
か
っ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
、
（
ゴ
ミ
袋
の
高
級
化

な
ど
）
多
少
金
が
か
か
っ
て
も

居
住
地
や
地
域
を
綺き

麗れ
い

に
し
よ

う
と
い
う
住
民
の
意
識
の
高
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

毎
日
の
ゴ
ミ
仕
分
け
は
大
変
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
や
り

が
い
を
感
じ
、
同
じ
や
る
な
ら

芸
術
的
に
！
（
笑
）
と
テ
ン
シ

ョ
ン
も
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
を
通
じ
て
色
ん
な
事
を
教

え
ら
れ
、
感
謝
し
て
い
ま
す

。

た
か
が
ゴ
ミ
、
さ
れ
ど

ゴ
ミ
。
日
常
生
活
の
単
な
る
一

部
を
、
い
わ
ば

地
域
と
心
の

美
化

へ
と
転
化
さ
せ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
。
そ
の
意
識
の
高

さ
が
嬉
し
い

お
宝

情
報
で

し
た
。
提
供
者
に
感
謝
！

■
障
害
者
相
談
所
ほ
の
ぼ
の

毎
月
第
三
火
曜
十
四

十
六

時
、八
幡
屋
商
店
街
の
ヤ
ハ
タ

ヤ
プ
ラ
ザ
で
。港
区
障
害
者
地

域
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局

（
障
害
者
福
祉
の
連
携
チ
ー
ム
）

の
メ
ン
バ
ー
が
障
害
者
や
家

族
支
援
者
の
話
を
聴
き
、ア
ド

バ
イ
ス
。
障
害
者
手
帳
を
取
得

す
る
方
法

サ
ー
ビ
ス
・
制
度

の
紹
介
や
手
続
き

職
場
の
人

間
関
係

作
業
所
の
紹
介

就

職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

等
々
。

問
合
せ
は
港
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
担
当
（

六
五

七
六

九
八
五
七
、

六

五
七
二

九
五
一
四
）
へ
。

■
ワ
ー
ク
み
な
と

東
北
食
品

市

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
福
島
県
い
わ
き
市
の
障
害

者
作
業
所
が
作
っ
た
食
品
を
販

売
し
、
復
興
努
力
を
物
心
両
面

で
支
援
。毎
月
第
二
四
火
曜
十

五
時
半
か
ら
（
売
切
御
免
）
。

地
元
産
の
材
料
と
昔
な
が
ら
の

製
法
に
よ
る
体
と
心
に
優
し
い

豆
腐
・
豆
乳
青
豆
豆
腐
ド
ー

ナ
ツ
等

ワ
ー
ク
み
な
と
は
就

労
継
続
支
援

型
の
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
夕
凪

二

六

三
、

・

六
五
七
一

七
五
一
一
）
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
続
け
て
い
る
。

気
楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。

参
加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月

第
二
・
四
土
曜
（
五
月
は
二
十

六
日
、
六
月
は
九
、
二
十
三
日
）

十
五

十
八
時
に
松
井
整
骨
院

内
で
。弁
天
四

一
〇

二
六
、

六
五
七
二

一
一
六
五
。

■
ム
チ
打
ち
（
首
・
腰
）
無
料

相
談
会

五
月
二
十
七
日（
日
）

十

十
八
時
に
行
政
書
士
の
む

ら
事
務
所
（
築
港
三

七

一

六
〇
八
）
で
。
交
通
事
故
で

ム
チ
打
ち
に
な
っ
た
被
害
者
が

対
象
。一
人
約
一
時
間
。
ど
う

し
た
ら
正
当
な
補
償
が
得
ら
れ

る
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

事
故
後
、
早
め
の
相
談
が
良

い
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
（
同

事
務
所
・
野
村
光
恵
さ
ん
）
。

電
話（
六
五
七
六

六
〇
七
八
）

か

メ
ー
ル
（

＠

１
１
０

．

）
で
要
予
約
。

■
港
区
震
災
対
策
協
議
会
（
仮

称
）
結
成
総
会

安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
へ
生
活
者
の
視

点
で
行
政
の
防
災
対
策
を
チ
ェ

ッ
ク
。
経
過
報
告
と
提
案
、
便

利
な
防
災
グ
ッ
ズ
紹
介
、
ア
ピ

ー
ル
採
択
な
ど
。
五
月
二
十
七

日
（
日
）
十
四

十
六
時
に
港

近
隣
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
屋
一

四

二
〇
入
舟
公
園
隣
）
一
階

集
会
室
で
。
参
加
無
料
。

六

五
七
六

六
三
六
〇
山
田
。

■

海
の
日

を
記
念
し
て
今

年
も
３
大
コ
ン
ク
ー
ル

海
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
海
（
海

運
・
造
船
・
港
湾
・
川
・
湖
等

を
含
む
）
を
主
題
に
し
た
作
品

を
募
集
。

海
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ

切
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
、

４
サ

イ
ズ
、
デ
ジ
タ
ル
も
可
）
。
六

月
十
五
日
締
切
、
七
月
二
十
五

日

九
月
二
十
三
日

な
に
わ

の
海
の
時
空
館

で
展
示

中

学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
ク
レ
ヨ
ン

・
版
画
で
大
判
画
用
紙
に
。
六

月
十
五
日
締
切
（
展
示
は

と

同
）

中
学
生
海
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
以
内
。九
月
三
十
日
締
切
、

十
二
月
一
日
発
表

応
募
及
び

詳
細
は
主
催
の
近
畿
海
事
広
報

協
会（
海
岸
通
一

五

二
五
、

六
五
七
三

六
三
八
七
）へ
。

■
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る

運
動

貧
困
・
紛
争
な
ど
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
ア
フ

リ
カ
の
人
々
に
毛
布
を
贈
り
、

生
き
て
い
く
力
を

と
始
ま
っ

た
運
動
。
一
九
八
四
年
以
来
三

百
数
十
万
枚
の
毛
布
が
二
十
以

上
の
国
々
に
。
参
加
方
法
は

毛
布
＋
海
外
輸
送
協
力
金
（
九

百
円
）

海
外
輸
送
協
力
金
の

み

の
二
通
り
。
ア
フ
リ
カ
協

会
、
立り
っ

正し
ょ

佼う
こ

成う
せ

会い

等
か
ら
成
る

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運

動
推
進
委
員
会
（

）

が
主
催
。
外
務
省
、
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
駐
日
事
務
所
等
が

後
援
。
詳
細
は

六
四
四
一

六
〇
一
一
大
阪
普ふ

門も
ん

館か
ん

か

〇

九
〇

二
三
八
一

一
六
三
一

大
江
会
員
（
夕
凪
）
ま
で
。

■
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（

）
第

回
総
会

六

月
十
六
日
（
土
）
十
三
時
半
か

ら
大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
北
区
梅
田
の
大
阪
駅

前
第
二
ビ
ル
五
階
）
第
一
研
修

室
で
。
東
北
の
海
岸
林
を
再
生

す
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
記

念
講
演
あ
り

は
中
国

山
西
省
大
同
市
の
黄こ

う

土ど

高
原
で

九
二
年
か
ら
緑
化
協
力
を
続
け

る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
。
詳
細
は
事
務
所
（
市
岡
一

四

二
四

五
階
、

六
五

七
六

六
一
八
一
）
へ
。

や
さ
し
さ
・
無
関
心

（
池
島
１
・
勝
部
泰や

す

臣お
み

歳
）

不
快
だ
。
腹
が
立
つ
。
頭
に

血
が
上の

ぼ

る
。
先
の
京
都
亀
岡
の

暴
走
事
故
。
夜
い
つ
ま
で
も
帰

宅
せ
ぬ
子
を
親
は
見
放
し
て
い

た
の
か
（
ま
と
も
な
親
な
ら
度

重
な
れ
ば
叱
り
つ
け
て
る
よ
）。

近
所
の
人
は
無
免
許
で
乗
り
回

す
の
を
無
関
心
、
知
ら
ぬ
存
ぜ

ぬ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
（
昔
の

よ
う
に
井い

戸ど

端ば
た

会
議
で
も
あ
れ

ば
、
と
っ
く
に
誰
か
が
咎と

が

め
て

い
た
ろ
う
に
）
。
軽
薄
な
コ
ピ

ー
ラ
イ
タ
ー
の
、
や
れ
地
球
に

や
さ
し
い
だ
の
、
お
肌
に
や
さ

し
い
だ
の
、
虫む

し

酸ず

が
走
る
よ
う

な
甘か

ん

言げ
ん

。
人
に
ま
で
及
ん
だ
の

か
。
何
が

や
さ
し
さ

だ
。

怒
り
を
忘
れ
、
叱
る
こ
と
も
せ

ず
、
表
向
き
だ
け
の

い
い
子

を
作
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
。
豊

か
さ
の
ぬ
る
ま
湯
に
浸つ

か

っ
て
、

人
の
命
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
私

達
は
忘
れ
て
は
い
な
い
か
。

学
校
選
択
制
は
何
の
た
め

ぜ
ひ
区
民
あ
げ
て
論
議
を

（
波
除
・

代
女
性
）

学
校
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
白
熱
の
議
論
が
交か

わ
さ
れ
た

こ
と
を
貴
紙
の
紙
面
（
前
号
４

面
）
で
知
り
ま
し
た
。
私
自
身

は
子
育
て
を
終
え
て
十
数
年
た

ち
ま
す
が
、
子
ど
も
は
地
域
の

繋つ
な

が
り
の
中
で
こ
そ
逞た

く

しま

く
、

ま
た
思
い
や
り
深
く
育
つ
も
の

で
あ
り
、
地
域
と
子
ど
も
は
決

し
て
切
り
離
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

選
択
の

自
由

と
か

権
利

の
名
で
、
サ
ッ
カ
ー
が
強
い

地
図
に
残
る
仕
事

タ
イ
ル
技
術
を
後
世
に

（
磯
路
・

代
男
性
）

港
の
若
者
た
ち
・
タ
イ
ル

張
り
職
人

（
前
号
１
面
）
を

読
ん
で
。

タ
イ
ル
張
り

と

い
う
地
味
な
職
種
、
そ
の
中
で

頑
張
っ
て
い
る
濱は

ま

田だ

朋と
も

大ひ
ろ

さ
ん

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
苦

労
や
喜
び
を
聞
き
出
し
た
記
事

に
深
く
読
み
入
り
ま
し
た
。
そ

子
さ
ん
の
体
験
談（
前
号
ま
で
）

か
ら
は
、
女
性
も
男
性
に
劣
ら

ず
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

ち

徴ょ
う

用よ
う

で
男
に
混
じ
っ
て
飛
行
場
建
設

に
携た

ず

わさ

ら
れ
た
こ
と
、
近
隣
に

男
の
働
き
手
が
い
な
い
た
め

牛
使
い

と
い
う
男
で
も
大

変
な
仕
事
を
覚
え
ら
れ
た
こ
と

等
々
。
そ
し
て
、
今
の
日
本

の
平
和
は
こ
う
し
た
方
た
ち
の

お
陰
で
あ
る
の
だ
と
改
め
て
感

じ
る
と
共
に
、
こ
う
し
た
面
か

ら
も
、
高
齢
者
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
子
供

た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
語

り
部べ

探
し
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
親
子
で

勉
強
に
な
る

戦
争
体
験

欄

は
ぜ
ひ
続
け
て
下
さ
い
。

と
か

有
名
高
へ
の
進
学
が
多

い

と
か
の
基
準
で
学
校
が
選

ば
れ
、
そ
う
い
う
面
で
の
競
争

が
煽あ

お

ら
れ
が
ち
な

選
択
制

に
は
絶
対
反
対
で
す
。
と
は
い

え
色
ん
な
考
え
方
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
こ
そ
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

開
か
れ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
港
新
聞
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
、
で
き
れ
ば
区
民

挙
げ
て
の
論
議
を
呼
び
か
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
原
さ
ん
の
戦
争
体
験
で

女
性
の
苦
労
も
分
か
っ
た

（
港
晴
・

代
女
性
）

戦
争
の
こ
と
を
知
ら
な
い
私

が
子
供
に
戦
争
の
こ
と
を
教
え

る
た
め
に
も
、

戦
争
体
験

欄
（
８
面
）
は
毎
号
欠
か
さ
ず

読
ん
で
い
ま
す
が
、
新に

い

原は
ら

フ
ヂ

の
技
術
が
活
か
さ
れ
る
分
野

は
、
建
築
方
法
の
簡
便
化
な
ど

か
ら
段
々
狭
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
流
れ
の
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
建
物
が
チ
ャ
チ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
、
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
本
当
に
値
打
ち
の
あ
る
建

築
物
を
支
え
、

地
図
に
残
る

仕
事

と
し
て
の
タ
イ
ル
張
り

の
技
術
は
ぜ
ひ
後
世
に
伝
え
残

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
三

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスかメールで送って下さい。

代
目
と
い
う
こ
と
で
す
が
、ぜ
ひ

四
代
目
、
五
代
目
へ
と
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

嬉
し
い
紙
面
カ
ラ
ー
化

無
理
せ
ず
発
行
続
け
て

（
三
先
・

代
女
性
）

写
真
な
ど
が
カ
ラ
ー
に
な
り
、

紙
面
が
と
て
も
華
や
か
に
な
っ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
港
新

聞
フ
ァ
ン
と
し
て
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
経
費

増
な
ど
か
ら
色
々
な
葛か

っ

藤と
う

が
あ

っ
た
こ
と
を

あ
さ
や
け
（
１

面
）で
知
り
、複
雑
な
思
い
も

。確
か
に
大
変
で
し
ょ
う
が
、

読
者
と
し
て
は
ぜ
ひ
続
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も

無
理
し
な
い
で
下
さ
い
ね
。
何

と
い
っ
て
も
発
行
を
続
け
る
こ

と
が
一
番
大
切
で
す
か
ら

。

読者の作品から辻悦子さ
ん（市岡元町３）の絵手紙

港 新 聞環境・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 火曜日環境・催し・読者


